
4月図書館展示：ちりめん本 

ちりめん（縮緬）本とは？ 

 主に明治時代中期から昭和初期まで流行した、木版手摺りの和本。和紙をちり

めん状に加工した後に挿絵や文章を印刷したように見えるが、あらかじめ印刷し

た和紙を手工芸用の「クレープ・ ペーパー」のように縮緬（ちりめん）状に加工

してから製本したものである。 

 欧米諸外国人に日本文化を紹介する目的で製作された本。日本の昔噺や和歌、

日本の風俗・習慣などが題材とされ、英語他いろいろな言語の翻訳版が刊行され

ている。日本橋生まれの明治の出版人「長谷川武次郎」（1853-1938）によっ

て「桃太郎」や「舌切り雀」など多くの昔話などが出版された。 
 

ちりめん本関連図書 

1．ちりめん本のすべて：明治期の欧文挿絵本 / 石澤小夜子著（東京 : 三弥井書

店 2004） 

2．文明開化のちりめん本と浮世絵：京都外国語大学創立60 周年記念稀覯本展示

会 /（京都：京都外国語大学付属図書館 2007） 

3. ちりめん本：放送大学附属図書館所蔵目録：長谷川武次郎とちりめん本の歴

史 / アン・ヘリング （千葉：放送大学附属図書館 2001） など 


